
増

強

第
十
替

誌
を
細
観
す
る
場
各
の
如
き
は
必
ず
党
づ
鴻
池
だ
か
傭

蘭
西
ビ
ーか
の
行
政
的
嬰

ti
を
探
る
べ
き
で
通
る
ビ
瓜
ふ

而
し
て
覚
に
其
の
内
部
に
立
ち
入
っ
て
研
究
す
る
様
な

場
各
に
は
其
の
行
政
的
置
割
の
内
に
在
っ
て
自
然
的
な

単
元
な
ど
つ
て
進
む

べ
き
で
あ
る
P
恰
も
本
邦
の
地
誌

を
研
究
す
る
に
昏

つ
で
邦
国
内
を
幾
多
大
小
の
地
班
同

に
別
け
て
観
察
推
究
し
て
行
-
ビ
同
機
で
あ
る
｡

扱
て
其
の
軍

刀
の
大
小
は
撃
智
者
の
程
度
に
腰
じ
て

決
定
す

べ
き
問
題
で
'
程
度
の
高
ま
る
に
従
っ
て
次
第

に
大
暑
元
は
細
分
し
て
小
軍
元
に
.
単
元
は
史
に
副
単

元
に
ど
探
-
進
む

べ
き
で
あ
ら
う

(
地
班
教
育
大
正
十

J濁

泡

の

地

理

撃

界

碑
五
戟

茜
二

二
六

五
年
八
月
磯
田
申
教
授
の
論
文
塵
照
)

又
地
形
主
義
ビ
荒
俣
主
義
だ
針

一
般
か
ら
云

へ
ば
何

れ
に
も
偏
す

べ
･き
で
は
な
-
相
場
魔
物
華

人
,E
密
度
･.

生
産
地
帯
･交
通
運
輸
地
滞
･商
業
圏

･
究
落
分
布
置
等

を
も
探
っ
て
之
れ
等
を
凡
て
綜
合
し
以
て
椋
各
地
班
的

軍

票
地
坪
笹
､
地
班
的
堅

空
1J
L
で
研
究
す

べ
き
で
洩

ら
う
'
要
は
地
理
は
場
所
に
よ
っ
て
統

一
さ
れ
た
る
綜

各
静
を
観
識
せ
ん
だ
す
る
撃
間
で
あ
る
か
ら
.
部
分
に

偏
し
断
片
孤
立
し
て
金
蛮
(
地
5
.的
澄
観
La
.ndS
ch
aAft)

を
見
る
の
寵
を
失
ふ
に
到
っ
て
は
登
-

の
本
末
特
例

で

あ

る
｡
(
三
二

〇
七
二
)

農
道
基
音
利
を
初
吟
'
俳
蘭
閣
並
に
北
米
倉

東
園
の

地
排
魔
界
を
､
簡
単
な
が
ら
考
究
し
ま
七
光
か
ら
､
今

度
は
猟
泡
に
於
け
る
状
況
を
醒
察
致
し
て
見
よ
-
ビ
思

い
ま
す
｡
然
し
P
鴻
池
は
近
世
新
地
排
撃
の
撒
僻
地
で

あ
り
ま
す
だ
け
にニ
ー
地
理
界
は
却
々
に
ぎ
や
か
で
､
観

寺

田

貞

次

.

察
耳

べ
き
鮎
も
従
で
少
-
め
-
ま
せ
ぬ
'
少
-
ど
も
､

地
班
撃
研
究
室
の
状
況
.
狗
泡
に
於
け
る
地
班
聾
者
の

肪
祝
､
地
5
'撃
蕪
の
状
況
並
に
地
撃
鋼
橋
横
間
等
の
各

項
目
に
付
き
ま
し
て
､
調
査
し
な
け
れ

ば
な
･C,ま
せ
ぬ
｡

畑
日
月
の
滞
留
で
は
到
底
完
金
を
期
し
得
な

い
仕
事
で



め
-
ま
す
が
､
,嘱
自
分
が
滞
在
中
ー
韓
に
弧
察
し
相
克

材
料
の
み
に
付
き
ま
し
て
､
地
排
撃
界

1
部
の
考
究
烏

も
ど
も
和
昭
介
申
し
て
寵
け
ば
'
斯
撃
敬
連
に
封
す
る

或
は
1
助
だ
も
な
り
は
せ
ぬ
か
ビ
思
っ
た
の
で
'
伺
引

き
つ
ゞ
き

此稿
を
草
し
た
次
第
で
あ
-
ま
す
｡
先
づ
最

初
に
狗
逸
闘
内
各
大
挙
の
地
相
研
究
宴
を
考
究
致
し
'

好
機
あ
ら
ば
他
の
頃
日

に

も

及

び
庇
い
考
で
あ
-
か

す
0猫
泡
で
は
終
始
伯
林
に
滞
在
飴
暇
閣
内
各
大
塔
を
視

察
し
た
'
就
中
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
撃
は
'
冬
期
に
暫
-
潤

留
聴
講
序
に
附
近
の

rl
ル
レ
大
撃
を
訪
ひ
｡
巴
旦
行
の

途
'
ラ
･T
ン
沿
岸
の
ケ
ル
ン
｡
ポ
ー
ン
各
大
撃
を
｡
伊

太
利
漫
遊
の
錦
絵
t

r1
イ
デ
ル
ベ

ル
ヒ
･
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
ア
ム
マ
イ
ン
乃
至
は
グ
与
テ

ン
ゲ
ン
各
大
撃
｡
ウ

イ
ン
旅
行
の
途
/

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
を
最
後
の

一
口
を

･l
ン
ブ
ル
ク
大
撃
訪
問
に
費
し
た
｡
順
を
迫
で
硯
薬
の

大
横
を
絹
介
す
る
｡

細

l
p
ラ
イ
プ
チ
iJ大

撃
地
排
撃
政
審

ラ
イ
プ
チ
ヒ
に
は
潜
時
北
海
道
大
撃
の
朴
樺
進
博
士

が
居
ら
れ
氏
の
厚
意
で
p
俗
に
日
本
人
宿
だ
解
せ
ら
れ

猟
泡
の
地
弧
学
界

て
､
社
務
邦
人
の
止
宿
し
た
轟
の
非
常
に
多
い
ア
ル
ム

ハ
ウ
ス
笠
石
ふ
家
に
厄
介
に
な
っ
た
､
近
-
は
黒
船
源

次
氏
p
前
に
は
友
枝
'
野
上
両
博
士
も
居
ら
れ
た
ビ
聞
-

主
人
は
恕
切
笠
石
ふ
の
で
知
ら
れ
て
居
る
が
.
家
屋
は

ラ
･T
プ
チ
ヒ
由

で
も
古
い
魔
物
の

1
つ
で
､
陰
酸
で
あ

-
'
廓
に
電
燈
も
な
-
'
不
便
な
こ
亡
.ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
の
エ
デ
ン
で
フ
下
宿
以
上
や
あ
る
､
其
上
家
人
も
世

評
程
の
人
物
で
も
な
い
の
で
.
来
待
の
恋
い
こ
ビ
限
が

な
い
'然
し
教
室

へ
は
極
-
近
い
の
で
暫
-
我
慢
す
る
｡

地
球
の
研
究
室
は
､
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
撃
本
朝
正
門
(
西

門
)
の
左
側
(
北
手
)
の
建
物
で
､
二
階
だ
1,二
階
だ
が
之
に

充
て
ら
れ
て
居
る
〇
二
階
は
経
済
地
理
数
室
で
'
三
階

は

1I
般
地
理
の
研
究
室
で
あ
る
､
補
数
室
は
螺
旋
式
梯

子
に
て
連
絡
.
人
口
は
三
階
に
な
っ
て
居
る
｡
月
を
排

し
て
入
る
E
t
廊
下
を
中
央
に
.
大
小
数
蔓
が
其
爾
側

に
並
ん
で
居
る
'
廊
下
の
両
側
に
は
､
模
本
的
風
食
寓

最
並
に
放
散
按
の
督
促
が
か
～
げ
で
あ
る
｡
主
任
数
授

賞
前
の
壁
に
は
ラ
ブ
ヅ
エ
ル
教
授
の
宵
像
も
弊
す
る
こ

だ
が
出
雄
花
｡
軍
は
大
小
九
宴
に
別
れ
'
右
側
は
主
任

教
授

フ
ォ
ル
ツ
民
業
を
初
め
p
ア
ル
バ
イ
ト
宴

｡
地
固

昌

こ

こ
七



地

球

弟十番

節
玉
髄

責

四

二
八

室
で
あ
-
0
.

左
側
は
､
助
手
宴
を
初
め
同
番
室
･教
授
室

に
な
っ
て
屠
り
.
階
下
は
.

】
背
経
済
地
坪
の
研
究
室

で
､
大
小
四
室
に
笹
劃
､
教
室
及
梯
本
案
の
他
､
鮭
鋳

地
坪
の
同
番
室
並
に
歴
史
地
坪
同
番
室
に
な
っ
て
居
る

現
今
の
主
任
は
'
フ
ォ
ル
ツ
致
授

W
ilh
elm
V
o
k
で

あ
る
.
数
並
は

ハ
ル

レ
F
al
e
の
人
(
一
八
七

〇
年
八

月

十

一
口
座
)
ラ
イ
プ
チ

ヒ
･
伯
林
並
に
ブ

レ
ス
ラ
ク
各

ラ
イ
プ
チ
i
I大
串

地
糾
堺
イ

ソ
ス
チ
チ
ユ
ー
･L

節3

線
粥
地
瓢
研
究
室

=

緬

日
日
川

/3

1.主任教授室 2.助手雅雄務窒

3.固 普 室 4.教 授 室

5.拭 習 蛋 6･艶折地現同省菟

7.歴史地粗固尊重 8.助 手 童

アルーバイト室 10.地 同 案

ll.7IP ,レク致攻室 12.模 本 畠

段

大
撃
にこ
輿
･ぴ
.
テ

ヅ

ヅ

ル
･リ
ヒ

ト

ホ

I

へ

ン

並

i

P
a
l･t
S
C

h
に
付
て
地
質
撃
､
地
畢
並
に
人
療
撃
を
研
め
､

プ
レ

で
ブ
タ
大
母
数
授
よ
-
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
学
教
授
に

進
み
､
ラ
ツ
ツ
エ
ル
の
後
腹

‥首
ep
h

P
ar
t
s

ch
の
後
を

つ
が
れ
吾
の
で
あ
る
.
(
｢
九

二
二

年

)
｡

で

つ
-
わ
だ

肥
っ
た
晶
の
よ
い
風
姿
､
気
候
ビ
人
生
三
石
ふ
題

下
に

講
じ
て
居
ら
れ
'
主
任
蔓
(
1
)
に
は
'
ラ
ブ
ツ
エ
ル
の

石
膏
胸
像
が
安
粧
さ
れ
て
居
る
'
ラ
ツ
ヅ
エ
ル
数
按
の

居
た
研
究
室
は
､
既
に
麿
し
て
居
る
け
れ
で
も
､
此
大

撃
が
ラ
ッ
プ
エ
ル
教
授
の
最
後
迄
居
た
蕗
で
'
人
文
地

理

の
大
業
が
此
巌

に
成
さ
れ
た
か
だ
皿
ふ
さ
､
例

へ
室

其
の
も
の
は
督
時
の
も
の
で
な
い
と
は
云

へ
'
輯
威
慨

の
情
に
堪
え
な
か
っ
た
｡

フ
ォ
ル
ツ
教
授
に
甘
て
'
ラ

ツ
ヅ
エ

ル

教
授
の
後
を
尋
ね
る
.
御
造
族
は
今

ミ
ュ
ン

ヘ
ン

に

居

ら
れ
､
夫
人
だ
令
嬢
が
佃
御
健
在
の
由
御
話

で
あ
っ
た
｡

助
手
に
は
R
6
u
ig
笠

石
ふ
人
が
居
た
､
入
口
の
直
ぐ

左
手
の
宴
(
2

)
tこ
控
え
､
致
室
に
鋼
す
る
事
務
に
従
事

し
て
屠
る
｡

図

番
寧
(
3

)

は
相
普
旗

い
室
を
利
用
し
'

周
壁
に
沓
棚
を
設
備
し

て
居
る
鮎
は
､
何
魔
の
′同
番
室

-
同
地櫛
で
あ
る
O
但
し
ラ
ッ
プ
エ
ル
敦
按
の
居
た
虞
だ



か
ら
ー
同
教
授
に
掬
す

る
事
物
亡
か
､
賂
遺
著
で
も
多

数
に
翫
ら
れ
る
か
f̂j
嘱
望
し
た
に
反
し
'
何
等
敬
兄
す

る
革
が
出
凍
な
か
っ
た
の
は
､
刑
も
の
足
-
孤
束
が
し

(腫 敢 ヒ= ド-/･'-7) 間 二 第

三 三 -i:-;,チ ≡ 言 電 工

沌′宣1,el-"･<QItf-
〆仰加

の

1
部
を
担
暫
し

た
.
致
援
軍
(
4
)

は

1股
教
授
の
休

憩
室
で
'

ブ
リ
ー

ド
ド
リ
ブ
ヒ
教
授

の
控
室
を
な
し
て

居
る
｡
同
数
按
は

(E
ru
stF
riedrich
)

既
に
六
十
以
上
ご

恩
は
る
ゝ

老
齢
で

中
風
症
の

束
に
や

歩
行
困
難
の
様
子

フ
ォ
γ

ツ
致
授
を

助
け
て

経
姉
地
班

て
居

るO数
按

の
得

意
だ
す
る
産
業
地

相
並
に
各
論
で

は
南

北の経
擁地
相

を
講
じ
て

居
克｡
同
教
授

の
講
義

は

､

何れも
夕頃
で

､幻
燈を
使

用し
て
講

せ
ら

れ
る
'

狗
泡

の
地

弧
嘩
界

老
舗
で
あ
る
の
ど
､
講
題
が
地
妹
で
あ
る
た
め
ー
講
童

だ
し
て
は
甚
だ
握
は
tib
い
p
直
接
聴
講
す
る
よ
-
も
､
其

の
著
経
済
地
坪
通
論
や
'
ア
ン
ド

レ
-
経
紳
地
班
甲
に

お
さ
め
ら
れ
て
居
る
氏
の
著
壁
産

地
班
な
B,/J
を
'
蔑
ん

で
屠
る
方
が
よ
っ
ぽ
ど
有
難
妹
が
あ
る
｡
飴
か
し
､
却

々
懇
切
な
方
で
､
生
産
地
排
に
踊
し
御
尋
ね
す
る
と
､
自

分
は
班
に
老
年
で
あ
る
か
ら
.
差
し
た
る
仕
事
も
出
水

な

い
け
れ
で
も
､
賂
衆
は
産
業
地
坪
を
公
に
す
る
考

へ

て
'
目
下
研
究
中
で
あ
る
ビ
云
ふ
て
居
ら
れ
｡
叉
ラ
ヅ

ツ
エ
ル
数
投
に
付
て
は
'
自
分
は
同
教
授
の
助
手
LIJ
し

て
仕

へ
.e
も
の
だ
だ
て
蕃
ん
で
話
さ
れ
.
遺
族
の
任
所

な
で
町
峯
に
数

示さ
れ
､

1
度
手
紙
々
出
し
て
見
よ
f̂J

す

ゝ
め
て
下
し
た
｡

常
大
学
の
地
排
撃
部
は
'
主
任
の
フ
ォ
γ
ヅ
教
授
が

ラ
イ
プ
チ
ヒ
高
等
商
業
の
地
班
科
を
兼
ね
て
居
ら
れ
る

の
で
'
経
跡
地
排
は

1
人
だ
盛
で
'
其
の
研
究
室
は
階

下
金
鰻
を
之
に
充
て
.
演
習
室
や
同
番
室
を
備
え
て
居

る
'
渦
智
室
(
5

)
は
周
壁
に
雑
誌
並
に
小
田
刊
物
を
蒐

集
し
演
習
累
乗
研
究
室
だ
な
し

フ
ォ

ル
ヅ
数
授
の
終
審

地
理
孤
習
が
此
廃
で
研
究
さ
れ
て
居
た
Q
韻
本
質
は
日

71]
監

二
九



地

沌

節
十
笹

下
の
魔
未
だ
名
柄
の
み
で
p
放
り
完
備
し
た
も
の
で
は

な
い
が
､超
捧
地
糊
の
同
番
冥
(
6
)
は
､
小
さ
い
な
が
ら

に
p
よ
-
撰
揮
し
て
蒐
集
さ
れ
て
思
わ
､
畢
生
の
研
究

に
は
好
適
で
あ
る
｡
経
鋳
地
班
の
固
静
富
}J
共
に
､
歴

史
地
理
の
同
番
室
(7
)
･fJ
lli;ふ
の
が
あ
る
0
同
様
小
宴

で
は
あ
る
け
れ
ざ
も
､
以
前
此
の
方
面
の
大
家
キ
ー
ベ

ル
ト
等
が
居
た
の
で
.
其
の
蒐
集
は
完
全
で
自
分
等
に

は
篭
め
t.b
い
希
膿
譜
ラ
テ
ン
語
の
参
考
番
が
数
多
-
集

っ
て
居
る
｡
歴
史
地
珊
の
研
究
に
は
'
蓋
重
な
る
研
究

賞
で
あ
る
が
､
惜
し
い
か
な
う
此
の
方
面
の
研
究
は
t

で
ち
ら
か
三
富
ふ
ビ
下
火
に
な
っ
て
居
る
鋼
係
上
'
利

用
さ
れ
る
機
が
少
-
な
っ
て
居
る
鮎
は
遺
憾
で
あ
る
｡

此
の
新
設
の
地
珊
研
究
室
の
他
に
､
櫨
民
地
押
研
究

室
並
に
郷
士
地
相
研
究
室
三
石
ふ
の
が
別
に
な
っ
て
居

Yo
｡
殖
民
地
桝
の
方
は
､
犬
撃
本
館
の
北
に
並

べ
る
古

い
聖
堂
の
す
ぐ
北
に
任
し
'
階
上
の

1
部
が
之
に
充
て

ら
れ
て
居
-
､数
宴
備
っ
て
居
る
｡
研
究
室
は
､
中
央
の

廊
下
を
以
て
左
石
両
側
に
致
室
を
有
L
t
廊
下
両
壁
に

は
'
源
口
金
園
だ
て
支
那
天
津
附
庇
の
手
記
園
を
初
め
'

各
種
富
農
並
に
土
俗
晶
な
ど
が
陳
列
さ
れ
て
居
る
｡
童

節
五
班

責

ボ

三
〇

位
は
.
植
民
地
棚
の
大
家
殊
に
阿
弗
利
加
わ
研
究
を
以

て
知
ら
れ
.
阿
弗
利
加
に
銅
す
る
大
著
が
あ
る
､
ハ
ン
ス

や
イ
ヤ
ー
敦
授
(fIan
s
M
ey
e
r

)
で
あ
る
｡
入
口
の

直
で

着
側
は
敢
塵
の
宴
(左
園
丁
)

)､
教
授
は
､
丈
の
高
い
方

で
p
直
燈
的
に
故
久
原
班
導
博
士
を
務
緋
せ
し
め
る
､
大

撃
で
は
矢
誠
-
､
阿
抑
制
加
を
講
じ
で
居
ら
れ
た
が
'
自

分
は
な
が
-
鵜
講
す
る
の
磯
を
得
や
遺
憾
で
あ
っ
た
0

数
接
の
宴
は
'
中
央
に
机
を
鳳
壁
に
番
棚
並
に
阿
弗
利

加
､
ジ
ヤ
.'l
等
の
風
薯
馬
具
が
多
数
陳
列
さ
れ
て
居
る
.

(2
)
は
助
手
室
､

D
v.
K
ar
H
ein
rich
D
iet2'el
並
に

Dv
･H
e
rm
n
a
W
issm
長

が
居
た
｡啓
棚
を
以
て
二
部
に

二第
重光研現地民 砥

置
劃
し
.
地
固
並
に
地
班
用
器

具
機
械
を
保
存
L
t
植
民
地
の

産
物
な
ざ
を
も
鵜
舟
蒐
姦
し
'

又
幻
燈
用
ブ
イ
〆

ム
の
盤
班
を

や
っ
て
居
た
､
但
し
､
日
本
の

部
は
遺
憾
な
が
ら
倭
に
鎌
倉
大

俳

･
水
周
･茶
園
･日
光
門
長
位

に
過
ぎ
t･bか
っ
た
0

(
3
)
は
新
開
難
詰
峯
で
掛
園
を
-
赦
し
て
居
る
P
新



誌
は
各
陶
の
地
塾
難
詰
を
網
羅
し
て
居
る
､
然
し
日
本

の
は
見
替
ら
な
か
っ
た
｡

(4

)
は
地
図
宴
で
'
製
間
違
を
中
央
に
'
周
に
地
同

保
存
商
を
備
え
､
机
旦

面

許
用
意
さ
れ
て
居
る
｡

(
5
)
は
標
本
室
で
､
中
央
に
大
卓
子
を
.
周
壁
にこ
標
本

箱
を

置
き
､
マ
イ
ヤ
ー
教
授
の
阿
弗
利
卸
探
基
の
地
質
･

植
物
標
本
並
に
第
異
数
を
保
管

L
P
又
南
米
の
蒐
集
晶

も
少
-
な
か
っ
た
○

(
6
)
は
図
番
室
で
.
中
央
に
大
串
子
二
岬
を
'
壁
に

は
藩

棚
を
を
-
'
植
民
地
摘
係
図
番
を
集
め
.
阿
弗
利

加
を
初
め
､
啓
猟
騎
地
方
の
閲
番
は
最
多
-
7
植
民
地

で
は
な
い
け
組
で
も
日
本
に
銅
す
る
事
物
も
意
外
に
集

っ
て
居
る
｡

要
す
る
に
.
此
研
究
室
は
革
に
植
民
地
班

だけ
の
研

究
室
E
L
で
は
､
設
備
竺

h/
ひ
其
規
模
.,J
l式

ひp
他
に

瓶
例
な
き
を
憩
え
た
｡

郷
士
地
珊
研

究
室
は
.
大
撃
本

館

西
門

の
園

側

､
古

雅
な

一
建

物
中
に
あ
る
｡
壁
に
鮫
め
で
あ
る
銅
版

に
依

る
ど
.
此
の
建
物
は
t

t
堂

二
六
年
の
建
設
で
'

一
階

に
は
嘗
て
G
ott
sch
e
d
s
の
屠
任
せ
し
握
で
､
夫
の
グ
ー

拭
池
の
地

税
率
弗

テ
の
塾
生
時
代
訪
問
し
た
こ
だ
が
あ
る
藤
で
あ
る
ピ
､

儀
ラ
ー
ト

'1
ク
ス
傍
な
る
ゲ
ー
タ
の
遺
跡
並
にこ
畢
生
帽

を
い
た
けゞ

る
嬉

々
し
い
ゲ

ー
テ
の
銅
像
､
さ
て
は
ゲ

ー
テ
の
著

フ
ァ
ク
ス
ト
を
物
語
る
ケ
ラ
ー

で
共
iこ
'

モ

ル
フ
ホ
ロ
ギ
1
の
創
愚
者
だ
し
て
､
地
撃
に
関
係
あ
る

ゲ
ー
テ
を
追
懐
せ
し
め
た
｡
研
究
室
は
'
最
階
上
の
屈

服
嘉
で
､
極
-
狭
小
な
且
陰
密
室

二
審
か
.ら
成
り
t
A
,

K
o
tzsch
k
e
氏
之
を
拷
常
L
t
郷
土
地
球
及
郷
土
史
'
移

動
史
に
開
す
る
薯
番
､
小
出
版
物
を
初
め
'
石
器
土
器

車

の
敬
粗
品
に
至
る
迄
蒐
施
さ
れ
､
小
室
で
あ
り
陰
気

で
あ
る
に
も
係
は
ら
す
'
反
て
新
築
の
地
理
研
究
宴
に

迄
教
連
す
る
道
轟
を
示
め
す
造
物
ビ
し
て
ゆ
か
し
き
原

に
う
た

れ
た

o

序

に

'

致

室
は
各
研
究
室
に
は
閲
腐
TJ
で
居
な
い
､

演
習
以
外
の
講
義
は
皆
本
館
内
の
致
室
を
使
用
す
る
の

で
あ
る
.
フ
ォ
ル
ツ
敦
按
の
講
義
は
'
幻
燈
や
地
固
掛
､

圃
衷
掛
の
特
殊
設
備
を
有
す
る
欠
講
旦

紺
段
聖

を
使
用

し
｡
ブ

リ
ー
ド

ク
ツ
ヒ
教
授
は
又
他
の
室
を
使
用
し
て

居
た
.

ブ
リ
ー

ド
-
ヅ
ヒ
教
授
の
使
用
し
て
居
た
教
室

紘
(H
.olsaat十

l
戟
)
D
･Jb

erm
an

nC
red
n
ef
製
の
大

三
宅

三
一



地

球

節
十
墳

丘
ビ
デ
ア
ス
コ
プ
な
僻

へ
p
地
園
を
極

-
鮮
明
に
大
き

-
う
つ
す
こ
だ
が
出
水
.

ブ
リ
ー
ド
リ

ヅ
ヒ
教
授
の
講

萌
の
様
な
細
か
い
地
名
を

必
要
ど
す
を
箱
に
は
好
適
で

あ
る
｡
.t
ン

ス
マ
イ
ヤ
ー
教
授
は
､
何
等
装
頂
の
LIt
い
普

通
教
室
を

使
用
し
て
居
た
'
何
れ
に
せ
よ
地
理
の
様
な

地
園
や
同
乗
や
､
標
本
の
使
用
を
婁
す
る
講
義
に
は
､
研

究
室
か
ち
飴

rn
慣
-
過
ぎ
て
居
る
罫
は
不
便
で
あ
る
O

要
す
る
に
'
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
撃
は
.
十
五
世
紀
頃
プ

ラ
-
グ
大
撃
か
ら
移
っ
て
魂
だ
撃
銀
で
'
基
礎
の
出
凍

た
大
撃
で
親
閲
で
は
甘

い
大
学
で
あ
-
p
早
-
撃
術
の

中
心
ど
な
っ
た
大
軍
で
あ
る
竺

hz
ふ
革
以
上
に
p
夫
の

人
文
池
川
壁
の
大
家
た
る

0
･P
esch
et(1
∞7
5
)暫
初
め
.

F
.v
on
R
ic
h
th
o

fe
n
(18
8
3
-

1886)}
Fr
ie
drich
R
ot
ze
l

(
1
8
8
6

-1
904
)

LIB
で
の
居
た
盛
で
あ
る
か
ら

'
多
大
の
.

嘱
望
を

以
て
瞥
-
滞
在
し
た
わ
け
で
あ
ゎ
ま
す
が
p
不

韓
に
し

て
各
教
授
の
遺
跡
は
既
に
見
ら
れ
ず
'
唯
ラ
ツ

ヅ
エ

ル
教
授
の
友
人
だ
し
て
.地
撃
に
粁
動
し
た

'1
ン
ヌ

マ

イ
ヤ
ー
数
授
並
に
同
教
授
の
助
手
か
ら
進
ん
だ
ブ
リ

ー
ド
リ

ヅ
ヒ
教
授
に
愈
し
称
だ
の
は
.
何
よ
-
の
愉

快

A,Jす
る
慶
｡
研
究
賞
は
､
新
し
-
荏

-
､
昔
時
の
面
影

第
五
雛

三
宍

三
二

は
之
な
ど
.'fj,
め
な
い
に
せ
よ
'

マ
イ
ヤ
ー
教
授
の
研
究

宴
や
､
郷
士
地
理
研
究
室
の
督
な
が
ら
ら
に
保
春
せ
ら

れ
て
居
る
の
を
鶴
p
ラ
ツ
ツ
エ
ル
教
授
t･b.rrJJ
の
督
時
を

追
懐
す
る
に
足
っ
た
の
は
､
余
の
補
足
す
る
盛
で
あ
-

ま
し
た
〇二
.

ハ

ル

レ

大

聾

ラ
イ
プ
チ
ヒ
滞
在
中
七

一
日

'1
ル
レ
を
訪
ふ
｡
地
理

教
室
は
､
大
挙
本
館
の
前
に
建
て
ら
れ
た
別
館

M
e}a苧

ch
th
S
ian
u
m
中
に
在
る
｡
階
上
は
史
撃
村
数
賃

で
､階

下

及
地
下
教
室
が
地
相
に
充
て
ら
れ
て
居
る
｡
丁
度
主

任
の

O
.sch
tilter
致
按
が
居
ら
れ
､
恕
切
な
る
境
内
を

受
け
る
罫
が
出
凍
た
｡
教
授
は
五
十
過
ぎ
瓜
は
る
～
で

つ
ぶ
ら
太
っ
た
方
で
p
我
が
図
の
山
崎
直
方
博
士
並
に

石
橋
五
郎
博
士
だ
は
御
友
人
の
由
､
放
ら
れ
て
居
た
｡歯

数
室
に
は
人
文
地
珊
聾
者
.LJ
し
て
知
ら
れ
た
キ
ル
ヒ
ホ

ー

プ
教
授

(
A
tfred
iL
irch
h
off)
が
居
た
虞
で
あ
る
か

ら
.榊
尋
ね
す
る
だ
､其
所
に
在
っ
た
同
教
授
の
侍
像
葛

異
を
見
せ
て
下
し
た
､
宙
あ
た
-
教
授
の
組
茄
に
接
し

戚
鵬
｡
教
授
は
､
一
八
七
三
年
か
ら
一
九
〇
四
年
道
管
教

室
の
主
任
で
あ
っ
た
が
､
既
に
殺
後
廿
年
を
経
過
し
て



屠
る
､
ラ
イ
プ
チ
･と
に
薯
を
養
い
彼
地
に
奴
せ
ら
れ
し

由
p
終
生
狗
身
を
守
ら
れ
て
居
た
の
で
御
遺
族
も
な
い
｡

例
に
依
-
墳
基
を
展
じ
た
い
ビ
恩
ふ
た
が
.
不
孝
磯
風

す
る
を
得
L･4
か
っ
た
｡
数
投
の
居
ら
れ
た
常
時
の
研
究

賞
は
.
今
の
本
館
の
最
桜
上
の

1
宴
で
あ
っ
た
E
.
杏

館
を
指
し
て
常
時
を
追
懐
せ
ら
れ
た
.
序
な
が
ら

申し

ま
す
が
､
キ
ル
ヒ
ホ
ー
プ
廠

按
の
後
に
は
E
d
･B
ra
ckn
e
r

(
19
0
.i
)
紅
鮭
で
'
二

九
二

年
迄
は
ポ
ー

ン
大
撃
に
居

ら
れ
る
A
lf
red
P
h
ilip
p
son
数
授
が
居

ら
れ
､
シ
ュ
ル

ツ
ク
ー

致
技
は
キ
ル
ヒ
ホ
ー
プ
致
授
の
高
弟
だ
し
て
.

､J ト宣 下

ア
イ

Ⅵノ
ブ

ソ
ソ
致
授

の
後
を
つ

ぎ
'
普
主

任
.,J
L･tら

れ
今
に
至

っ
た
も
の

で
あ
る
0

シ
ュ
ル
ツ

ク
ー

教
授

凪
泡
の
地
Eiは
鵜
舟

の
境
内
で
､
教
室
内
を
絶
壁
す
る
0
教
室
の
間
は
大
略

右
の
如
き
も
の
で
'
各
室
に
付
で
大
様
を
述

べ
る
こ
と

に
す
る
0

(
1
)
は
主
任
教
授
室
､
小
宴
な
れ
で
明
る
-
.
入
口

の
正

面
に
机
を
'
其
前
に
大
机
子
を
控
え
'
各
種
地
図

や
番
籍
粗
を
置
き
.
周
壁
に
番
棚
を
､
別
に
岩
石
標
本

箱
も
備
え
ら
れ
て
暦
か
'
教
授
は

ハ
ル

レ
地
拳
骨
を
率

ゐ
'
難
詰
岩
itte
i
tun
ge
n

d

es
S抑
c
h
s
is
c
h

･

T
h
d
r
in.

gil;Ch
e
n

V
e
r･e
in
s

fiir
E
r

dku
n
d

e

z
u
f
3
:
a
tte
.

を
総
督
し

て
居
ら

れ
る

の

で

､

之

に
鋼

す
る
脊
板
も
少

-
な
か
っ
た
0

(
2
)
は
固
番
富
で
精
磨
き
室
(

1側
に

黒

板
を
か
け

教
壇
を
備
え
､
室
の
中
央
に
は
卓
手
並
に
掛
園
婿
を
置

き
.
-
周
壁
は
藤
棚
を
以
て
充
た
す
.
研
究
室
を
発
ね
演

習
室
に
な
つ
tJ
居
る
の
で
あ
る
｡

(
3
)
は
地
園
富
､索

の
中
央
に
大
卓
子
式
脚
を
並

べ
､

周
壁
に
は
地
固
鰐
を
備
え
'
数
援
用
掛
園
か
ら
各
種
地

図
を
鑑
基
地
球
儀
類
を
も
備
え
て
あ
っ
た
｡

以
上
の
各
室
は
'
螺
線
状
階
段
に
で
階
下
の
地
下
室

畠

九

三
rl]



地

球

第
十
懇

ビ
連
絡
し

て
居
る
.

地
下
室
は
二
富
に
別
れ
､
何
れ
も

階
上
の
室
よ
り
も
戯
い
｡

(
4
)
は
桜
本
室
で
'
周
壁
の
櫓
子
戸
棚
に
は
地
車
用

器
械
瓶
を
初
め
p
故
キ
ル
ヒ
ホ
ー
プ
教
授
の
蒐
基
に
か

～
る
阿
弗
利
加

･
正
米
利
加
速
の
土
俗
晶
並
に
産
物
瓶

を
陳
列
し
.
室
の
中
央
に
は
大
卓
子
を
お
き
'
氷
河
地

形
､
都
市
其
他
の
模
型
を
陳
列
し
て
居
る
､
此
の
笠
に

は
育
地
棚
番
の
蒐
集
多
-
p
宝
の

一
隅
な
る
数
個
の
脊

棚
に
充
満
さ
れ
目
下
整
理
中
ビ
聞
い
た
.

(5
)
は
製
図
室
で
.
室
の
中
央
に
大
き
な
異
同
基

TL

轟
を
お
き
P
周
壁
に
は
寄
棚
'
地
図
に
踊
す
る
薄
物
を

蒐
基
.
都
路
員

一
名
し
き
-
に
梨
園
中
で
あ
っ
た
｡

数
宴
は
､
二
階
の
普
通
教
室
駁
利
用
す
る
も
の
で
､

其
五
十
三
能
は
,b
ユ
ル
ッ
ク

-
教
授
の
講
義
室
セ
ぁ
っ

光
か
ら
P
特
に
の
ぞ
い
て
観

る
.
幻
燈
の
装
置
が
あ
る

第
五
墳

墓

〇

三
四

だ
け
で
特
種
総
設
備
は
な
い
鹿
で
あ
っ
た
｡

要
す
る
に
.
此
致
賓
は
故
キ
ル

ヒ
Jホ
ー
プ

氏
の
教
授

時
代
の
小
規
模
か
ら
是
迄
燐
火
さ

れ
た
も
の
で
'
せ
い

度
数
を
有
し
て
居
る
大
塾
で
は
あ
る
が
[
今
で
は
猫
退

団
の
大
軍
だ
し
て
は
制
令
に
小
さ
い
大
挙
で
あ
る
に
も

係
は
ら
す
.
地
学
の
み
に
是
だ
け
の
設
備
を
し
て
居
る

鮎
は
､
如
何
に
地
車
に
重
き
を
置
て
居
る
か
ゞ
察
せ
ら

れ
で
愉
快
で
あ
っ
た
｡
隣
の
畢
生
集
食
用
で
食
事
を
す

ま
せ
.
本
飴
の
傍
な
る
考
育
博
物
館

A
rck
6
oT10g
isch
e

M
u
s
eum
を
縦
党
､
ド
ー
ム
D
om
e
IL
ir
th
e〔
)523)
の

傍

に
あ
る
鋸
物
撃
イ
ン
ス
チ
チ
ユ
ー
ト
並
に
ド
ー
ム
の

北
に
在
る
シ
ュ
ロ
ス
な
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